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第６次竹原市総合計画の効果検証について 

 

R5.7.5 企画政策課 

１ 趣旨 

  第６次竹原市総合計画における分野ごとの前期目標の達成状況を把握し、施策を進めていく上での課題

等を明らかにすることで、今後の取組を進めていく上での基礎資料とする。 

 

２ 評価方法 

  前期目標の達成への進捗度について、令和４年度実績（R5.6.9 時点）を次の評価区分により評価した。 

評価区分 評  価  の  内  容 

Ａ：順調 前期目標を既に達成している（達成が見込める） 

Ｂ：概ね順調 前期目標に向けて、成果指標の値が改善している 

Ｃ：やや遅れ 基準値と比較して、成果指標の値が悪化している 

Ｄ：遅れ 基準値と比較して、成果指標の値が悪化しており、達成が見込めない 

 

３ 評価結果 

（１）総合計画全体について 
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１ 自然・歴史・文化に育まれ、人々に守られ磨かれた資源が人々を魅了する賑わいのあるまち 

 １ 
竹原らしさを感じるまちに人々が集
まり賑わいが生まれている 

6 21 8 2 6 5 47.6% 

２ “文教のまちたけはら”の精神を受け継ぎ、地域を支え、世界中で活躍する人々を輩出するまち 

 
２ 

子供たちが夢の実現に向け挑戦でき
る環境が確保されている 

3 14 9 1 3 1 71.4% 

３ 
市民一人一人が自ら学び、様々な場面
で協力しながら活躍している 

2 5 0 4 1 0 80.0% 

３ 誰もがいつまでもいきいきと自分らしく輝く活力と優しさがあふれるまち 

 
４ 

様々な仕事に挑戦できる元気な産業
が育ち、活気に満ちている 

3 9 3 5 0 1 88.9% 

５ 
誰もがお互いに尊重し合い、いつまで
もはつらつと活躍している 

6 21 5 5 10 1 47.6% 

４ 瀬戸内の恵まれた風土と市民の絆のもと、誰もが安全・安心で快適に生活できるまち 

 
６ 

生活の基盤が整備され、快適に暮らし
ている 

4 14 6 1 7 0 50.0% 

７ 
市民が支え合う絆を大切にし、安全・
安心な生活環境が確保されている 

2 9 4 3 2 0 77.8% 

計 26 93 35 21 29 8 60.2% 
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（２）基本施策について 

節 基本施策 

成
果
指
標
数
E 

評価区分 

達成率 
(A+B)/E A B C D 

１竹原らしさを感じるまちに人々が集まり賑わいが生まれている 21 8 2 6 5 47.6% 

１ 自然環境・景観の継承と活用 4 3 0 1 0 75.0% 
２ 歴史・文化財の保全・継承と活用 4 3 0 1 0 75.0% 
３ 竹原らしい景観の活用 1 0 0 1 0 0% 
４ 観光・交流の振興 5 0 0 0 5 0% 
５ 移住・定住の促進 4 2 2 0 0 100% 
6-1 コンパクトシティの形成 2 0 0 2 0 0% 
6-2 公共交通対策の推進 1 0 0 1 0 0% 

２子どもたちが夢の実現に向け挑戦できる環境が確保されている 14 9 1 3 1 71.4% 

１ 結婚・妊娠・出産の支援体制 2 2 0 0 0 100% 
２ 子育て支援の推進 4 3 0 0 1 75.0% 
３ 学校教育の充実 8 4 1 3 0 62.5% 

３市民一人一人が自ら学び、様々な場面で協力しながら活躍している 5 0 4 1 0 80.0% 

１ 生涯学習の推進 3 0 3 0 0 100% 
２ 協働のまちづくりの推進 2 0 1 1 0 50.0% 

４様々な仕事に挑戦できる元気な産業が育ち、活気に満ちている 9 3 5 0 1 88.9% 

１ 雇用創出・産業人材育成の推進 2 0 2 0 0 100% 
２ 商工業の振興 4 1 3 0 0 100% 
３ 農林水産業の振興 3 2 0 0 1 66.7% 

５誰もがお互いに尊重し合い、いつまでもはつらつと活躍している 21 5 5 10 1 47.6% 

１ 人権推進 1 1 0 0 0 100% 
２ 男女共同参画社会の構築 2 0 2 0 0 100% 
３ 健康づくりの推進 9 0 0 8 1 0% 
４ 高齢者福祉の推進 4 3 1 0 0 100% 
５ 障がい者福祉の推進 2 0 1 1 0 50.0% 
６ 地域福祉の推進 3 1 1 1 0 66.7% 

６生活の基盤が整備され、快適に暮らしている 14 6 1 7 0 50.0% 

１ 道路網・港湾の整備 3 2 0 1 0 66.7% 
2-1 居住環境の整備 1 1 0 0 0 100% 
2-2 公園の整備 2 1 0 1 0 50.0% 
3-1 上水道の整備 2 2 0 0 0 100% 
3-2 下水道の整備 3 0 0 3 0 0% 
４ 循環型社会の構築 3 0 1 2 0 33.3% 

７市民が支え合う絆を大切にし、安全・安心な生活環境が確保されている 9 4 3 2 0 77.8% 

１ 防災・減災の推進 5 3 2 0 0 100% 
2-1 交通安全の推進 2 1 0 1 0 50.0% 
2-2 防犯・消費者行政の推進 2 0 1 1 0 50.0% 
※網掛け部分は、資料２において市民意識が、満足度が相対的に低く、重点化や抜本的な見直しな 

ども含め、満足度を高める必要のある項目 

 


